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が見つかりました。穴の大きさからみて人がまたいで
用を足したというよりは「おまる」で用を足した汚物
を穴に投げ入れて埋め戻した「トイレ状遺構」（汚物廃

　今年の泉屋遺跡は、平泉駅の南約100㍍付近を調査
し、 掘  立 柱

ほっ たてばしら

    建  物 ２棟、溝６条、土坑14基、カマド状遺
たて もの

構３基、柱穴117個が見つかりました。
　一番大きい溝は、幅75～100㌢、深さ26～44㌢の大き
さです。見つかった長さは11.7㍍ほどで、西北西から
東南東方向に延びています。埋土からは「かわらけ」
や常滑などの国産陶器が出土していることから、時期
は12世紀と判断しました。なお溝の西側延長線上には、
町道が位置しており、その脇からは東西方向に延びる
12世紀の道路側溝が見つかっていることから、道路側
溝もしくは区画溝の可能性が考えられます。
　この溝の南側から、いわゆる「トイレ状遺構」（汚物
廃棄穴）が３基見つかりました。大きさは直径70～94
㌢の円形をしており、深さは80㌢前後ありました。こ
の穴は埋め戻されていて、底からは、現在のトイレッ
トペーパーに当たる「ちゅう木」やウリ科の種子など
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�
泉
屋
遺
跡　

次
調
査
区
全
景（
東
か
ら
）

28

棄穴）と考えられます。
　また道路側溝や塀の近くから「トイレ状遺構」が見
つかる傾向は志羅山遺跡の過去の調査でも確認されて
います。
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生
前
、数
々
の
功
績
を
残
し
、

平
成　

年
４
月　

日
に
逝
去
さ

23

13

れ
た
元
町
議
会
議
員
の
佐
藤
欽

一
さ
ん
（
５
区
）
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
昭
和　

年
町
議

31

会
議
員
に
立
候
補
し
て
初
当

選
。
以
来　

年
４
月
ま
で
６
期

55

　

年
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

24
　

そ
の
間
、
産
業
建
設
常
任
委

員
長
な
ど
を
歴
任
。
地
方
自
治

の
発
展
と
住
民
自
治
の
向
上
に

尽
力
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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中
尊
寺
通
り
ま
ち
な
み
整
備

検
討
委
員
会
（
小
野
寺
郁
夫
委

員
長
）
に
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
良
好
な
景
観
保
全
の
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
、
県
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

菅
原
町
長
に
受
賞
の
報
告
を

し
た
小
野
寺
委
員
長
は
「
今
回

の
受
賞
は
地
域
の
人
か
ら
理
解

と
協
力
が
あ
り
、
そ
の
代
表
と

し
て
受
け
た
も
の
。
こ
れ
か
ら

の
整
備
に
向
け
一
層
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

ま
ち
な
み
整
備
検
討
会
に
感
謝
状

【
叙
勲
】地
方
自
治
功
労

　国民健康保険や後期高齢者医療保険に加入
している人で、東日本大震災により次のいず
れかに該当する人は、これまで医療機関など
の窓口で申し出ることで、一部負担金などが
免除されていました。
　７月からは保険者が交付する「免除証明書」
を医療機関に提示することが必要になります
ので、町民福祉課で手続きを行ってください。
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受賞を報告する（左から）佐藤委員、（菅原町長）、
小野寺委員長、遠藤委員、千葉委員

菅原町長から叙勲の伝達を受けた
ご子息の佐藤光昭さん（左）
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防
災
思
想
の
普
及
や
災
害
防
御
対
策
の
実

施
に
お
い
て
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
、
町
消

防
団
が
消
防
庁
長
官
表
彰
（
表
彰
旗
）
を
受

章
し
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
は
、
昭
和　

年
４
月
に
平
泉
町

30

消
防
団
と
長
島
村
消
防
団
が
合
併
し
て
発

足
。
常
に
町
防
災
の
最
前
線
に
立
っ
て
、
火

災
や
自
然
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
な
ど
、
長

年
に
わ
た
る
消
防
活
動
や
地
域
防
災
へ
の
多

大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
消
防
活
動
に
尽
力
し
、
地
域
消
防
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
前
分
団
長
の
高
橋
悦
夫

さ
ん（
1
区
）が
消
防
功
労
者
と
し
て
消
防
庁

長
官
表
彰（
永
年
勤
続
功
労
章
）を
受
章
し
ま

し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、
昭
和　

年
4
月
1
日

46

に
町
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
平
成　

年
副

16

分
団
長
、
平
成　

年
分
団
長
に
そ
れ
ぞ
れ
昇

19

格
。
消
防
団
幹
部
と
し
て
、
そ
の
成
績
が
優

秀
で
他
の
模
範
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
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受章を菅原町長に報告する西洞
消防団長（左）と高橋さん（右）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�

�

ふるさと平泉会は総会は、世界遺産登録祝賀ムードで盛会に

平泉観光大使の
金澤美咲さん

　

平
泉
が
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
に

決
定
的
と
な
っ
て
い
る
６
月　

日
、

12

第　

回
ふ
る
さ
と
平
泉
会
の
通
常
総

19
会
が
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
町
か
ら
菅
原
正
義
町
長
を
は
じ

め
、
５
人
の
来
賓
と
、
ふ
る
さ
と
平

泉
会
の
会
員　

人
な
ど
、
１
０
０
人

90

を
超
え
る
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
冒
頭
、
東
日
本
大
震
災
で
亡

　

そ
れ
か
ら
楽
し
い
懇
親
会
。
千
葉

庄
悦
商
工
会
長
の
乾
杯
の
後
に
、
宮

古
出
身
で
平
泉
町
観
光
大
使
の
歌

手
・
金
澤
美
咲
さ
ん
が
「
平
泉
慕
情
」

な
ど
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は

世
界
文
化
遺
産
登
録
祝
賀
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
、
飲
食
と
談
笑
は
弾
み
、
参

加
者
の
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

お
開
き
の
中
締
め
は
中
尊
寺
・
清

水
広
元
執
事
が
務
め
ら
れ
、
来
年
の

再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
、
東
京
・
日
暮
里
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ウ
ッ
ド
で
平
成　

年
23

度
岩
手
県
人
連
合
会
総
会
が
、
５
０

０
人
余
の
参
加
者
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
町
長
代
理
と
し
て
滝

山
秀
樹
副
町
長
が
、
ふ
る
さ
と
平
泉

会
か
ら
は
西
村
会
長
を
は
じ
め
８
人

の
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
は
、
大
震
災
の
支
援

を
主
題
と
し
、瀬
川
爾
朗
会
長
は「
県

人
連
合
会
か
ら
５
０
０
万
円
の
義
援

金
を
県
に
寄
付
す
る
こ
と
を
決
定
し

議
長
も
祝
辞
で「
世
界
文
化
遺
産
は
、

も
う
手
の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し

た
」
と
登
録
を
確
信
す
る
あ
い
さ
つ

で
し
た
。

　

事
業
・
収
支
報
告
や
役
員
留
任
の

議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
。
総

会
の
最
後
に
「
平
泉
町
新
規
就
農
者

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
町
か

ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

く
な
ら
れ
た
１
万
５
千
を
超

す
犠
牲
者
へ
の
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

西
村
専
次
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
は
「
大
震
災
の
被
災
者

へ
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。世
界
遺
産
へ
、い
よ
い

よ
登
録
な
る
か
と
喜
ん
で
い

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

町
長
就
任
後
の
初
出
席
と

な
る
菅
原
町
長
は
、
来
賓
祝

辞
に
立
ち
「
今
回
の
大
震
災

に
よ
る
平
泉
町
の
被
害
状
況

は
軽
微
で
、
文
化
遺
産
関
係

へ
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
沿
岸
の
被
災
地
に
は

毎
日
給
水
車
を
送
り
こ
ん
で

支
援
し
ま
し
た
。
世
界
遺
産

登
録
の
た
め
、
今
月
下
旬
パ

リ
の
委
員
会
に
出
席
し
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
青
木
幸
保
町
議
会

ま
し
た
」
と
報
告
。

　

達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
に
義
援
金

目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
来
賓
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
達
増
知
事
は
本
日
の

義
援
金
の
謝
礼
を
述
べ
ら
れ
「
今
後

の
復
旧
・
復
興
計
画
は
今
月
中
に
発

表
し
た
い
」
と
報
告
。
ま
た
平
泉
の

文
化
遺
産
に
つ
い
て
「
パ
リ
で
２
週

間
後
に
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
る

見
通
し
。
岩
手
の
被
災
地
の
復
興
に

波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
」
と
称
賛

さ
れ
、大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宮
古
市
、
釜
石
市
、
久

慈
市
、
大
船
渡
市
の
各
副
市
長
が
大

震
災
の
被
害
状
況
を
説
明
し
、
数
多

く
の
支
援
に
感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
船
渡

出
身
の
演
歌
歌
手
・
新
沼
謙
治
さ
ん

の
歌
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
盛
り
上
が

り
、
懇
親
会
で
は
各
々
の
交
流
を
図

り
会
食
・
会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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手県人の集いの会場
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